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編集業務に関するお知らせ
「小児保健研究」等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160‒8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　「小児保健研究」編集部
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　小児保健研究第 79 巻第６号をお届けいたします。今号
では分野を幅広く取り上げさせていただき，研究と報告あ
わせて 10 編での上梓となりました。内容は尺度開発，学
童への保健指導，在宅医療児の家庭状況，足底の状態と家
庭状況，先天性心疾患患児のセルフケアと親のサポート，
ロタウイルスワクチン費用対効果，父親の育児，身体模倣
の発達男女差，慢性疾患児の病気認知，保育士の児童虐待
に関するレディネスとなっております。
　研究目的や対象も違うのに，いくつかの論文では親のか
かわり方や家庭事情，そして子ども自身でのセルフケアが
共通した Key になっていることも今号の読みどころです。
家庭の状況そして子どものセルフケアの力は，今般の新型

コロナウイルス感染症により長期に学校休校となった際に
も重要視され，これから子どもたちの健康には今まで以上
に強くかかわってくるかもしれません。自分の専門外の論
文の中にも，研究や普段の業務に役立つたくさんのヒント
があることがあります。本号も皆様のお役に立てましたら
幸いです。
　2020 年も残すところ２ゕ月となりました。本号上梓に
あたり御尽力くださいました方々に心より御礼を申し上げ
ます。また，会員の皆様におかれましては体調にご留意さ
れ，一層ご活躍くださいますようお祈り申し上げます。

（佐藤　ゆき）

お詫びと訂正

『小児保健研究第79巻第３号』において，下記誤りがございました。
お詫びして訂正いたします。

197-203　総説「起立性調節障害研究を振り返る」
199頁右側上から９行目
誤）「CTR の正常値は0.5前後であるが」
正）「CTR の正常値は通常0.42 ～ 0.50未満であるが」

編 集 後 記
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